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益
子
・
県
立
自
然
公
園
一
帯
の
高

館
山
（
３
０
２
ｍ
）
中
腹
に
あ
り
坂

東
三
十
三
観
音
霊
場
の
第
二
十
番
札

所
と
し
て
巡
礼
の
名
所
で
あ
る
。
真

言
宗
豊
山
派
、
本
尊
は
十
一
面
観
音

菩
薩
。
千
手
観
音
立
像
も
古
く
か
ら

祀
ら
れ
て
い
る
重
要
な
仏
像
で
寺
の

信
仰
・
祈
祷
の
中
心
的
存
在
。
境
内

に
は
中
世
（
室
町
時
代
）
以
降
に
建

造
さ
れ
た
国
指
定
重
要
文
化
財
が
三

つ
も
あ
る
納
経
所
か
ら
百
二
十
九
段

の
石
段
を
上
り
左
手
に
三
重
塔
、
正

面
の
楼
門
、
本
堂
内
厨
子
、
厨
子
に

は
本
尊
の
十
一
面
観
音
像
や
鎌
倉
時

代
の
仏
像
群
を
安
置
。
そ
の
他
に
も

閻
魔
堂
そ
の
中
で
も
笑
い
閻
魔
が
有

名
で
あ
り
御
朱
印
と
し
て
も
多
く
の

巡
礼
参
拝
者
に
人
気
が
あ
る
。
椎
の

木
や
コ
ウ
ヤ
マ
キ
な
ど
が
自
生
し
て

い
る
。
秋
に
は
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
も
有
名
。
境
内
か
ら
徒
歩
二
十
分

で
高
館
山
の
山
頂
。
登
山
道
も
良
く

整
備
さ
れ
て
山
頂
か
ら
北
側
に
下
る

と
益
子
の
森
。
何
度
も
足
を
運
び
た

い
歴
史
文
化
、
自
然
の
宝
庫
で
あ
る
。

謹　賀　新　年
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新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

真
岡
税
務
署
長
　
　
吉
田
　
賢
一

会
長
　
　
高
松 

壽
太
郎

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
に
良
き
新

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
旧

年
中
は
、
会
活
動
に
対
す
る
深
い
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
高
市
新
政
権
の

誕
生
•
関
西
万
博
・
台
湾
問
題
・
日
中

関
係
の
悪
化
・
ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
の

増
加
な
ど
様
々
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た

が
、
そ
ん
な
中
特
に
日
本
経
済
は
、
賃
上

げ
と
内
需
が
下
支
え
す
る
も
、「
2
0
2
5

年
問
題
」
高
齢
者
の
増
加
に
帰
す
る
医
療

や
介
護
に
か
か
る
社
会
保
障
費
の
増
加
や

労
働
力
不
足
な
ど
は
、
日
本
の
社
会
全
体

に
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
に
目
を
向
け
ま
す
と
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
中
東
問
題

な
ど
は
い
つ
収
束
す
る
か
わ
か
ら
な
い
状

況
に
あ
り
経
済
に
対
す
る
影
響
も
小
さ
く

あ
り
ま
せ
ん
。
私
ど
も
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
多
方
面
に
わ
た
り
先
行
き
不
透

明
な
大
変
厳
し
い
経
済
環
境
で
あ
り
ま
し

た
。

　

私
ど
も
法
人
会
は
、
企
業
の
発
展
を
支

援
し
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
経
営

者
の
団
体
で
す
。
税
知
識
の
普
及
や
納
税

意
識
の
高
揚
、
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

活
動
を
は
じ
め
、
租
税
教
育
活
動
や
地
域

へ
の
社
会
貢
献
活
動
を
中
心
に
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
会
員
相
互
の
親
睦
・
異

業
種
交
流
な
ど
を
図
り
な
が
ら
、
魅
力
あ

る
法
人
会
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
財
政
基
盤

の
強
化
に
繋
が
る
会
員
増
強
と
福
利
厚
生

制
度
の
充
実
は
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

2
0
2
6
年
の
干
支
は
６
０
年
に
一

度
巡
っ
て
く
る
丙
午
で
す
。
丙
午
は
、
力

強
く
前
進
す
る
馬
の
象
徴
と
さ
れ
、
事
業

の
発
展
や
努
力
が
実
を
結
ぶ
年
と
言
わ
れ

ま
す
。

　

本
年
も
、
法
人
会
活
動
に
対
し
て
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
会
員
企
業
の
皆
様
の
ご
隆
盛
と
ご

健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、「
納
税
表
彰
式
」
の
挙
行
、

「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
行
事
で
あ
る
実

務
者
講
演
会
の
開
催
、「
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
審
査
会
」、
さ
ら
に
共
催
事
業
と

し
て
「
年
末
調
整
の
説
明
会
」
を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

髙
松
会
長
は
じ
め
役
員
並
び
に
会
員
の

皆
様
方
に
は
、
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
、

深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
こ
の
「
年
末
調
整
の
説
明
会
」
に

お
い
て
は
「
基
礎
控
除
」
や
「
給
与
所
得

控
除
」
の
見
直
し
、「
扶
養
親
族
等
の
所

得
要
件
」の
改
正
、「
特
定
親
族
特
別
控
除
」

の
創
設
、
さ
ら
に
「
通
勤
手
当
の
非
課
税

限
度
額
」
等
の
改
正
の
説
明
を
い
た
し
ま

し
た
。

　

法
人
会
の
皆
様
方
に
は
こ
の
改
正
を
伴

う
年
末
調
整
事
務
に
つ
い
て
の
ご
理
解
と

制
度
の
広
報
活
動
に
つ
い
て
ご
協
力
を
頂

き
、
事
業
者
の
皆
様
に
は
改
正
に
伴
う
年

末
調
整
の
実
務
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
改
め
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

間
も
な
く
令
和
七
年
分
所
得
税
等
の
確

定
申
告
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

税
務
署
で
は
、
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
（
e‒

T
a
x
）
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の

連
携
に
よ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
を
利
用
し
て
確
定
申
告
が
よ
り
簡
単

に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ
た

方
で
、
納
付
す
る
税
額
が
あ
る
場
合
に
は
、

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
な
ど
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
が
便
利
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

是
非
、
ご
利
用
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
本
年
が
一
般

社
団
法
人
真
岡
法
人
会
に
と
り
ま
し
て
更

な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、

会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
事
業
の
ご
繁

栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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左から、阿久津税制委員長、堀口真岡支部長、中村
市長、髙松会長、新井二宮支部長、宮田税制委員

左から、伊藤副会長、髙松会長、古口町長、
渡辺茂木副支部長

左から、大関町長、杉田芳賀支部長、竹石税
制委員

左から、
篠原益子支部長、広田町長

左から
軽部町長、河野市貝支部長、阿部税制委員

　
令
和
八
年
度
税
制
改
正
提
言
書

一
市
四
町
首
長
等
へ
提
出
　

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

副
会
長

新
井 
　
　
明

副
会
長篠

原
　
泰
三

副
会
長

伊
藤
　
副
会
長

副
会
長

河
野
　
副
会
長

副
会
長

杉
田
　
貞
一
郎

副
会
長堀

口
　
正
男

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
は
、
税
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
公
平
で
健

全
な
税
制
の
実
現
を
目
指
し
、
会
員
企
業

の
意
見
や
要
望
を
反
映
し
な
が
ら
税
の
あ

る
べ
き
姿
や
将
来
像
を
見
据
え
て
建
設
的

な
提
言
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
提
出
し
た
令
和
八
年
度
税
制
改
正

に
関
す
る
提
言
書
は
、
全
国
の
法
人
会
税

制
委
員
、
役
員
を
中
心
に
税
制
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
全
国
法
人
会
総
連
合
（
全

法
連
）
が
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

真
岡
法
人
会
で
は
、
十
一
月
に
郡
内
一

市
四
町
の
各
首
長
、
議
長
を
表
敬
訪
問
す

る
と
と
も
に
、
提
言
書
に
よ
り
地
方
行
政

運
営
の
改
革
等
に
つ
い
て
各
支
部
長
、
税

制
委
員
が
提
言
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

＊
提
言
書
に
つ
き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

真　岡　市

茂　木　町

芳　賀　町

益　子　町

市　貝　町
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「
税
を
考
え
る
週
間
」実
務
者
講
演
会

「
税
を
考
え
る
週
間
」実
務
者
講
演
会

　

真
岡
法
人
会
、
税
理
士
会
真
岡
支
部
、

真
岡
間
税
会
共
催
に
よ
る
「
実
務
者
講
演

会
」
は
、
去
る
１
２
月
５
日
（
金
）
午
後

３
時
２
０
分
か
ら
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風

に
お
い
て
、
会
員
・
関
係
者
・
一
般
の
方

合
せ
て
約
１
２
０
名
が
参
加
し
開
催
し
ま

し
た
。

　

第
一
部　

真
岡
税
務
署
吉
田
賢
一
署
長

　
「
私
と
税
務
」
と
題
し
て
、
７
月
に
着

任
さ
れ
た
吉
田
署
長
の
税
務
署
職
員
に

な
っ
た
き
っ
か
け
が
高
２
の
時
に
見
た
映

画
「
マ
ル
サ
の
女
」
だ
っ
た
こ
と
、
仙
台

発
祥
の
牛
タ
ン
・
冷
や
し
中
華
・
回
転
ず

し
の
話
な
ど
宮
城
県
出
身
の
吉
田
署
長
の

地
元
の
話
や
税
務
大
学
時
代
の
話
及
び
仙

台
国
税
局
時
代
の
話
な
ど
を
交
え
な
が
ら

最
後
に
職
員
採
用
に
つ
い
て
税
務
署
は
、

良
い
職
場
な
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
、
応

募
し
て
く
だ
さ
い
と
の
お
話
で
３
０
分
の

講
演
を
閉
め
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
部　

株
式
会
社
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス
代

表
取
締
役
社
長　

藤
本
光
正
氏
「
宇
都
宮

ブ
レ
ッ
ク
ス
B
リ
ー
グ
３
度
目
の
優
勝

の
軌
跡
」と
題
し
て
、講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス
は
、
宇
都
宮
市
に
本
拠

地
を
置
く
B
リ
ー
グ
所
属
の
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
で
、
当
初
は
リ
ン
ク
栃
木

ブ
レ
ッ
ク
ス
と
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、

２
０
１
９
年
に
チ
ー
ム
名
を
変
更
し
「
日

本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
会
を
リ
ー
ド
す
る

チ
ー
ム
」
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

B
リ
ー
グ
で
の
優
勝
経
験
も
豊
富
で
２

０
２
４
～
２
５
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
チ
ャ
ピ

第
39
回
法
人
会
全
国
青
年
の
つ
ど
い

山
梨
大
会

青
年
部
会
長　

林　

洋
一

　

令
和
７
年
１
１
月
２
０
日
（
木
）・
２

１
日
（
金
）
に
「
第
３
９
回
全
国
青
年
の

集
い
山
梨
大
会
」
が
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
等

を
会
場
に
国
税
庁　

高
橋
課
税
部
長
や
開

催
地
の
山
梨
県
・
甲
府
市
か
ら
も
多
数
の

来
賓
を
招
い
て
全
国
青
年
の
集
い
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
法
人
会
か
ら
は
、
林
洋

一
・
伊
澤
学
・
柿
沼
宏
明
・
廣
瀬
史
規
の

４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
全
国
青
年
の
集
い
」
は
青
年
部

会
員
の
研
鑽
や
交
流
の
場
と
し
て
、
全
国

各
地
で
毎
年
１
回
開
催
し
て
い
る
行
事
で

今
年
は
「
人
は
石
垣　

人
は
城　

～
光
り

輝
く
未
来
の
た
め
に
～
」
を
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
全
国
の
青
年
部
会
員
約
１
，
９

０
０
名
が
参
加
し
青
年
部
会
活
動
の
柱
と

し
て
取
り
組
む「
租
税
教
育
活
動
」と「
健

康　

経
営
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
租
税
教
育
活
動
」
の
事
例
発
表
で
は
、

１
１
会
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

更
に
は
、
各
地
の
青
年
部
会
や
企
業
が
取

り
組
む
健
康
経
営
の
実
施
事
例
を
紹
介
す

る
「
健
康
経
営
大
賞
」
を
コ
ン
テ
ス
ト
形

式
で
開
催
し
た
。
ま
た
、
他
の
単
位
会
と

の
交
流
を
深
め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

来
年
は
、
島
根
県
に
て
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

オ
ン
シ
ッ
プ
と
ア
ジ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ
で
優
勝
す
る
な
ど
、
国
内
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
実
績
を
誇
っ
て
い
る
日
本
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
会
を
牽
引
す
る
プ
ロ
チ
ー

ム
の
組
織
づ
く
り
や
強
く
な
る
た
め
の
信

念
な
ど
、
映
像
を
交
え
な
が
ら
の
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。
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第
１
４
回
税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル　

　

真
岡
法
人
会
女
性
部
会
主
催
、
国
税
庁

後
援
に
よ
る
第
１
３
回
「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
会
が
１
０

月
２
８
日
（
水
）
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風

に
て
行
わ
れ
、
応
募
数
１
１
１
点
の
中
か

ら
優
秀
作
品
５
０
点
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
作
品
は
、
真
岡
税
務
署
管
内

の
１
市
４
町
の
教
育
委
員
会
へ
依
頼
し
、

全
て
の
小
学
校
へ
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

亀
山
小
・
大
内
東
小
・
久
下
田
小
・
七
井

小
・
小
貝
小
・
芳
賀
北
小
の
６
校
の
６
年

生
よ
り
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

展
示
に
つ
き
ま
し
て
は
例
年
通
り
２
月

ご
ろ
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

【
真
岡
法
人
会
長
賞
】

大
根
田
成
隆
（
小
貝
小
）

【
女
性
部
会
長
賞
】

蕎
麦
田
柚
羽
（
久
下
田
小
）

【
真
岡
税
務
署
長
賞
】

　
　

阿
部
豪
輝
（
久
下
田
小
）

【
金
賞
】
勢
理
客
ア
リ
サ
（
亀
山
小
）

　
　
　
　

宇
多
穂
果
（
久
下
田
小
）

　
　
　
　

大
坪
希
子
（
七
井
小
）

【
銀
賞
】
海
老
澤
京
香
（
亀
山
小
）

　
　
　
　

粗
明
日
菜
（
久
下
田
小
）

　
　
　
　

南
出　

蘭
（
七
井
小
）

　
　
　
　

笹
﨑
翔
太
（
小
貝
小
）

　
　
　
　

小
森
心
花
（
小
貝
小
）

【
銅
賞
】
川
﨑
陽
斗
（
大
内
東
小
）

　
　
　
　

宮
田
さ
や
（
久
下
田
小
）

　
　
　
　

大
福
地
花
音
（
久
下
田
小
）

　
　
　
　

海
賀
彩
乃
（
久
下
田
小
）

　
　
　
　

阿
久
津
麻
央
（
久
下
田
小
）

　
　
　
　

菅
又
遥
香
（
芳
賀
北
小
）

 

入入っってて良良かかっったた  そそんんなな法法人人会会をを目目指指ししまますす  

会員増強運動推進中！ 
健全な経営、正しい納税、社会に貢献、良き経営者を 

目指す者の団体・・・・それが法人会です。 
法人会組織の拡充を図るため、会員増強運動を実施中です。現在、 
執行部を中心に新設法人、未入会法人に対して加入勧奨を行っ 
ていますが、会員皆様におかれましてもお知り合いの企業がご 
ざいましたら是非ご紹介下さるようお願い致します。 

一般社団法人真岡法人会  おお問問合合せせはは  事事務務局局 ８８３３－－３３４４７７７７ままでで  
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年
末
調
整
の
説
明
会
の
開
催

　

令
和
七
年
十
一
月
に
K
O
B
E
L
C
O

真
岡
い
ち
ご
ホ
ー
ル
（
真
岡
市
民
会
館
所

在
地
：
真
岡
市
荒
町
一
二
〇
一
）
に
お
い

て
年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

税
務
署
で
は
、
令
和
二
年
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の
緊
急

非
常
事
態
宣
言
に
よ
り
、
開
催
を
見
送
っ

て
い
ま
し
た
が
、
真
岡
法
人
会
と
し
て
五

年
ぶ
り
の
年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
よ

う
と
い
う
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
末
調
整
と
は
、
会
社
勤
め
の
方
々

の
一
年
間
の
所
得
税
の
過
不
足
を
調
整
す

る
手
続
き
の
こ
と
で
す
。
毎
月
の
給
与
な

ど
か
ら
所
得
税
が
控
除
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
際
に
控
除
さ
れ
て
い
る
所
得
税
は
概

算
で
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
の
で
、

本
来
負
担
す
べ
き
年
間
の
正
確
な
所
得
税

と
の
差
額
を
精
算
す
る
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
が
年
末
調
整
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
一
〇
三
万
円
の
壁
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

の
年
収
が
一
〇
三
万
円
を
超
え
る
と
所
得

税
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
こ
の
壁
を
一
六

〇
万
円
と
す
る
改
正
が
令
和
七
年
に
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
の
改
正
に
よ
り「
基
礎
控
除
」

や
「
給
与
所
得
控
除
」
が
見
直
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
七
年
の
改
正
が
複
雑
で
あ
る
た

め
、
真
岡
税
務
署
に
説
明
会
講
師
の
派
遣

を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
共
同
開
催
で
と
の

ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
お
願
い
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

真
岡
税
務
署
の
担
当
の
方
と
一
緒
に

K
O
B
E
L
C
O
真
岡
い
ち
ご
ホ
ー
ル
の

音
響
担
当
者
の
方
と
打
ち
合
わ
せ
を
進
め
、

説
明
会
の
ポ
ス
タ
ー
や
配
布
資
料
の
作
成

を
い
た
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
当
日
は
、
法
人
会
会
員
の
皆
様

を
含
め
約
百
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

法
人
会
副
会
長
で
あ
る
惣
誉
酒
造
代
表

取
締
役
河
野
様
の
開
会
の
挨
拶
を
冒
頭
に
、

真
岡
税
務
署
の
木
村
・
川
崎
上
席
国
税
調

査
官
を
講
師
に
約
2
時
間
の
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
年
末
調
整
の
説
明
に
限
ら

ず
、
今
話
題
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
に
つ

い
て
の
説
明
も
含
め
、
動
画
映
像
資
料
と

あ
わ
せ
て
分
か
り
や
す
い
説
明
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

さ
て
、
間
も
な
く
確
定
申
告
の
時
期
に

な
り
ま
す
。
年
末
調
整
の
手
続
き
が
間
に

合
わ
な
か
っ
た
場
合
な
ど
は
ご
自
身
で
確

定
申
告
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
そ

う
で
す
。
国
税
に
関
す
る
ご
相
談
に
つ
い
て

は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
チ
ャ
ッ
ト
ポ
ッ

ド
・
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」
ま
た
は
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
０
５
７
０

－

０
０

－

５
９

０
１
ま
で
。

「
第
５
回
合
同
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
し
て

女
性
部
会
連
絡
協
議
会

　

１
２
月
２
日
（
火
）、
群
馬
県
高
崎
市

の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
高
崎
に
て
、

関
東
信
越
法
人
会
連
絡
協
議
会
女
性
部
会

連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
る
「
女
性
部
会
合

同
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
中
島
隆
仁
関
東
信
越

国
税
局
課
税
第
二
部
部
長
や
富
岡
賢
治
高

崎
市
長
ほ
か
多
数
の
来
賓
を
迎
え
約
１
８

０
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。
当
法
人

会
か
ら
は
、
大
瀧
陽
子
部
会
長
・
猪
口
道

子
副
部
会
長
・
石
田
幸
子
監
事
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
㈱

マ
ネ
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
金
井
修
氏

に
よ
る
「
近
未
来
の
世
の
中
を
生
き
抜
く

た
め
に
」
と
題
し
て
公
演
が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
の
進

歩
に
よ
り
大
き
く
変
化
す
る
未
来
の
社
会

環
境
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
、
特
に
１
０

年
後
残
る
職
業
と
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
よ
り
人

が
不
要
に
な
る
職
業
の
話
が
興
味
深
か
っ

た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
地

元
の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
料
理
と
地

元
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
人
気
バ
ン
ド

「
タ
ケ
オ
・
リ
ア
ル
＆
タ
カ
サ
キ
シ
テ
ィ

バ
ン
ド
」
の
私
た
ち
年
代
が
よ
く
耳
に
し

た
懐
か
し
い
音
楽
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者

が
演
奏
に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
を
し
た
り
大

合
唱
す
る
な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
り
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

群
馬
県
連
の
方
々
に
感
謝
し
つ
つ
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。
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第
８
回
税
金
ク
イ
ズ

　
真
岡
税
務
署

令
和
七
年
度
納
税
表
彰
　

　

多
年
に
わ
た
り
申
告
納
税
制
度
の
普
及

発
展
・
納
税
道
義
の
向
上
・
租
税
教
育
の

推
進
な
ど
に
多
大
な
功
績
を
挙
げ
た
方
に

対
す
る
表
彰
や
、
税
に
関
す
る
高
校
生
の

作
文
・
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
の

優
秀
作
品
に
対
す
る
表
彰
が
、
十
一
月
十

三
日
（
木
）
に
K
O
B
E
L
C
O
真
岡

市
民
い
ち
ご
ホ
ー
ル
の
小
ホ
ー
ル
で
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◎
真
岡
税
務
署
長
表
彰

　

大
根
田
日
出
夫
（
青
色
申
告
会
）

◎
租
税
教
育
推
進
校
感
謝
状

　

栃
木
県
立
真
岡
北
陵
高
等
学
校

◎
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文

【
真
岡
税
務
署
長
賞
】

　

瀬
尾
優
人
（
真
岡
工
業
高
校
）

◎
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

【
栃
木
県
議
会
議
長
賞
】

　

檜
山
理
桜
（
茂
木
中
学
校
）

【
栃
木
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
】

　

澤
村
愛
祈
（
芳
賀
中
学
校
）

【
栃
木
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
】

　

松
本
琴
葉
（
物
部
中
学
校
）

【
真
岡
税
務
署
長
賞
】

　

高
久
桃
（
芳
賀
中
学
校
）

　

砂
子
澤
奈
緒
（
芳
賀
中
学
校
）

【
芳
賀
郡
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞
】

　

細
谷
悠
仁
（
山
前
中
学
校
）

　

木
島
茉
央
（
物
部
中
学
校
）

　

齋
藤
安
寿
（
田
野
中
学
校
）

　

古
内
り
ん
（
茂
木
中
学
校
）

　

海
老
澤
来
美
（
市
貝
中
学
校
）

　

小
林
椛
（
芳
賀
中
学
校
）

【
真
岡
税
務
署
行
政
協
力
会
長
賞
】

　

畠
中
佐
奈
（
大
内
中
学
校
）

　

柴
田
莉
子
（
山
前
中
学
校
）

　

黒
子
柚
葉
（
益
子
中
学
校
）

　

露
地
晴
人
（
茂
木
中
学
校
）

　

佐
藤
樹
奈
（
市
貝
中
学
校
）

　

浅
山
楓
夏
（
芳
賀
中
学
校
）

【
真
岡
税
務
署
管
内

　
　
　
　

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
】

　

檜
山
琉
斗
（
真
岡
中
学
校
）

　

高
田
咲
菜
（
真
岡
東
中
学
校
）

　

上
野
那
乃
葉
（
真
岡
西
中
学
校
）

　

大
関
歩
果
（
大
内
中
学
校
）

　

螺
良
乙
華
（
山
前
中
学
校
）

　

大
塚
愛
絆
（
中
村
中
学
校
）

　

上
野
赳
瑠
（
長
沼
中
学
校
）

　

星
百
花
（
久
下
田
中
学
校
）

　

光
菅
媛
珠
（
物
部
中
学
校
）

　

木
下
凜
星
（
田
野
中
学
校
）

　

清
水
彩
愛
（
益
子
中
学
校
）

　

金
枝
茉
莉
花
（
七
井
中
学
校
）

　

室
町
悠
仁
（
茂
木
中
学
校
）

　

馬
込
七
海
（
市
貝
中
学
校
）

　

荒
井
紫
雲
（
芳
賀
中
学
校
）

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
で
は
、
11

月
２
３
日
（
祝
）
に
開
催
さ
れ
た
第
40
回

真
岡
市
産
業
祭
に
出
展
し
、
真
岡
支
部
女

性
部
の
正
副
部
長
及
び
広
報
委
員
が
中
心

と
な
っ
て
、
主
に
小
学
生
を
対
象
に
「
税

金
ク
イ
ズ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
8
回
目
に

な
り
ま
す
。
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
開
始

か
ら
約
2
時
間
で
用
意
し
た330

個
の

参
加
賞
が
無
く
な
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
法
人
会
活
動
を
広

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
真
岡
税
務
署
か
ら
お
借
り
し
た
一
億

円
の
レ
プ
リ
カ
も
展
示
し
実
際
の
重
さ
や

大
き
さ
を
体
験
い
た
だ
き
大
変
好
評
で
し

た
。
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「
第
７
回
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
」

を
開
催　

　

当
法
人
会
主
催
の
第
７
回
会
員
親
睦
ゴ

ル
フ
大
会
（
二
宮
支
部
幹
事
）
が
去
る
１

１
月
１
９
日
（
水
）
真
岡
市
の｢

ゴ
ー
ル

デ
ン
レ
イ
ク
ス
Ｃ
Ｃ｣

に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
総
勢
５
３
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
秋
晴
の
素
晴
ら
し
い
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
、
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
参
加
者

の
親
睦
を
深
め
合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
終
了
後
に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
表

彰
式
・
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

個
人
賞
は
全
員
に
豪
華
賞
品
が
手
渡
さ
れ

た
ほ
か
、
今
回
は
支
部
対
抗
の
団
体
戦
も

あ
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

来
年
は
芳
賀
支
部
が
幹
事
で
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

新
春
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
開
催

《
ゴ
ル
フ
大
会
上
位
成
績
》

【
優　

勝
】
庄
司
泰
広

　
（
大
同
生
命
・
ネ
ッ
ト68.6

）

【
準
優
勝
】
國
母
義
仁

　
（
二
宮
支
部
・
ネ
ッ
ト69.6

）

【
第
３
位
】
俣
野　

保

　
（
事
務
局
・
ネ
ッ
ト70.4

）

【
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
】
豊
田
裕
志

　
（
益
子
支
部
・
グ
ロ
ス
78
）

【
団
体
優
勝
】
二
宮
支
部

　
（
上
位
３
名
ネ
ッ
ト212.0

）

　

に
の
み
や
商
工
会
と
真
岡
法
人
会
二
宮

支
部
の
共
催
に
よ
り
、
一
月
二
十
三
日

（
金
）
に
、フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
で
「
新

春
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

昨
年
か
ら
、
新
春
講
演
会
に
変
わ
り
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
ご
来
賓
の
皆
様
を

は
じ
め
、
会
の
活
動
に
長
年
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
会
員
、
新
規
会
員
も
含
め
参

加
者
の
交
流
・
懇
親
を
さ
ら
に
深
め
る
機

会
と
す
る
も
の
で
す
。

　

美
味
し
い
料
理
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

な
が
ら
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
の
楽
し

い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
開
催
す
る
予
定
で

す
。

　

商
工
会
・
法
人
会
の
会
員
が
一
堂
に
会

し
、
顔
を
合
わ
せ
て
交
流
す
る
こ
と
で
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
に
繋
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
、
新
規
会
員
の
方
も
新
た
に

知
り
合
う
き
っ
か
け
の
場
と
し
て
活
用
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
会
社
の
Ｐ

Ｒ
チ
ラ
シ
も
是
非
ご
持
参
下
さ
い
。

　

異
業
種
の
交
流
の
場
と
し
て
、
ふ
る
さ

と｢

に
の
み
や｣

の
地
で
、
会
員
同
士
が

顔
を
合
わ
せ
、
親
睦
を
深
め
互
い
に
希
望

を
も
っ
て
持
続
的
な
経
営
発
展
を
目
指
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。　

善
意
銀
行
に
タ
オ
ル
5
2
0
本
預
託

　

真
岡
支
部
女
性
部
で
は
、
社
会
活
動
の

一
環
と
し
て
毎
年
未
使
用
タ
オ
ル
の
収
集

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
全
会
員
の

協
力
を
得
て
５
２
０
本
の
タ
オ
ル
等
を
集

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
タ
オ
ル
を
、
市
内
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
老
人
施
設
な
ど
で
使
用
し
て

い
た
だ
こ
う
と
、
大
瀧
部
長
を
は
じ
め
タ

オ
ル
収
集
担
当
の
総
務
委
員
会
（
松
本
恵

子
委
員
長
）
の
メ
ン
バ
ー
が
10
月
22
日
㈬

真
岡
市
社
会
福
祉

協
議
会
を
訪
れ
善

意
銀
行
に
寄
贈
・

預
託
し
ま
し
た
。

　

タ
オ
ル
は
、
市

内
の
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
に
配
布
し
て

い
た
だ
く
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

新
春
研
修
会
の
ご
案
内

　

法
人
会
女
性
部
会
、新
春
恒
例
の

研
修
会
を
左
記
要
領
に
よ
り
開
催
い

た
し
ま
す
。女
性
部
会
員
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

記

【
日
時
】令
和
８
年
１
月
29
日（
木
）

　
　
　

午
前
11
時

【
場
所
】フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風

真
岡
市
台
町
一
一
―
八

☎
０
２
８
５
―
８
２
―
３
３
８
８

【
講
師
】真
岡
税
務
署
法
人
課
税
部
門

松
田
統
括
国
税
調
査
官

【
参
加
費
】４
，０
０
０
円

（
昼
食
代
ほ
か
）

※
研
修
終
了
後
、お
食
事
会
が
あ
り
ま
す
。

※
参
加
申
込
は
各
支
部
事
務
局
へ

　

ご
連
絡
下
さ
い
。

女
性
部
会
の
皆
様
へ
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視
察
研
修
会

真
岡
支
部

　

真
岡
法
人
会
真
岡
支
部
で
は
、
１
１
月

２
７
日（
木
）に
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
６
名
が
参
加
し
、
靖
国
神
社
・
浅
草

方
面
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
「
靖
国
神
社
」
の
巨
大
な
鳥

居
と
社
殿
に
迎
え
ら
れ
、
荘
厳
な
雰
囲
気

に
歴
史
の
重
み
を
感
じ
な
が
ら
、
正
式
参

拝
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
貴
重
な
戦
跡

収
集
品
の
数
々
が
並
ぶ
「
遊
就
館
」
で
は
、

歴
史
の
教
科
書
の
中
に
入
っ
た
よ
う
に
、

歴
史
を
五
感
で
追
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
多
く
の
観
光
客
と
商
店
で
賑

わ
う
「
仲
見
世
・
浅
草
寺
」
を
巡
り
、
建

物
や
食
べ
物
を
堪
能
し
な
が
ら
、
活
気
の

あ
る
街
と
人
々
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

「
令
和
７
年
度
税
務
研
修
会
」
を
開
催

真
岡
支
部

　

真
岡
支
部
で
は
、
10
月
28
日(

火)

に

「
税
務
調
整
に
お
け
る
不
服
申
し
立
て
の

事
例
紹
介
」
に
つ
い
て
、
税
務
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
元
山
良
税
理
士
よ
り
、
税
務
調

査
の
概
要
、
国
税
庁
の
組
織
体
系
を
ご
講

話
い
た
だ
い
た
の
ち
、
不
服
審
判
の
事
例

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
参
加
し
た
32
名
の
参
加
者
は
、
国

税
不
服
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
公
表

判
決
事
例
等
の
照
会
」
を
閲
覧
し
な
が
ら
、

様
々
な
判
例
を
学
び
ま
し
た
。

有
益
な
研
修
内
容
に
、
参
加
者
の
関
心
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
税
制
改
正
等

に
伴
い
、
臨
機
応
変
に
研
修
会
を
開
催
し

て
い
く
予
定
で
す
。

文
化
事
業

　

今
年
度
の
文
化
事
業
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
の
４
大
悲
劇
と
い
わ
れ
る「
リ
ア
王
」

の
公
演
を
、
２
０
２
３
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
、
国
内
最
大
級
の
エ
ン
タ
メ
の
超
高
層

複
合
施
設
と
言
わ
れ
る
新
宿
の
東
急
歌
舞

伎
町
タ
ワ
ー
に
て
鑑
賞
し
ま
し
た
。
久
々

の
東
京
で
の
観
劇
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
会
員
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

大
竹
し
の
ぶ
、
宮
沢
り
え
、
成
田
凌
、

鈴
鹿
央
士
等
、
普
段
テ
レ
ビ
で
見
て
い
る

顔
な
じ
み
の
キ
ャ
ス
ト
が
出
演
し
て
い
た

の
と
、
比
較
的
わ
か
り
や
す
い
内
容
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
キ
ャ
ス
ト
そ
れ
ぞ

れ
の
存
在
感
が
強
く
、
見
応
え
あ
る
シ
ー

ン
が
続
き
、
充
実
し
た
作
品
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。
舞
台
上
の
音
楽
隊
や
雨
の

シ
ー
ン
な
ど
改
め
て
舞
台
芸
術
の
素
晴
ら

し
さ
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

決
算
期
別
説
明
会

　

当
会
と
真
岡
税
務
署
共
催
の
決
算
期
別

説
明
会
を
左
記
の
通
り
行
い
ま
す
。
ご
出

席
い
た
だ
く
場
合
は
、
ご
都
合
の
よ
い
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
今
回
は
１
・
２
・

３
月
決
算
の
法
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

開
催
日
時

会
場

令
和
８
年

２
月
１
８
日(

水)

１
４
時
～
１
５
時

３
０
分

真
岡
商
工
会
議
所

真
岡
市
荒
町

１
２
０
３

令
和
８
年

２
月
１
９
日(

木)

１
４
時
～
１
５
時

３
０
分

真
岡
商
工
会
議
所

真
岡
市
荒
町

１
２
０
３

令
和
８
年

２
月
２
０
日(

金)

１
４
時
～
１
５
時

３
０
分

芳
賀
町
商
工
会
館

芳
賀
町
祖
母
井
南

１
―
３
―
１
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【 ２月９日（月）開催 新春講演会 参加申込書 】 

 

支部名   参加者氏名 

事業所名    

参加区分 １．講演会のみ  ２．講演会と懇親会 
   ※いずれか一方に〇印をお願いします。 

  

※ご記入いただきました個人情報は、本講座開催に係る各種連絡、本人確認、名簿作成のためにのみ使用いたします。 
 

令和８年２月９日（月）１５:００～１６:３０ 
 

ＡＫＩ猪瀬 氏 
 

1970 年生まれ栃木県出身。1989 年にアメリカへ
留学、MLB についての研究をはじめ「パンチョ伊
藤」こと伊東一雄に師事。現在は JSPORTS、SPOTV
等の解説者として出演、出演本数は年間 150 試合
におよぶ。また「ZIP！」「ひるおび」「すぽると！」
等に出演中。著書に「ドジャースと 12 人の侍」
(KADOKAWA)等がある。 
  

 

 

 

講 師 

令和７年度新春講演会 

200名(定員なり次第締め切りさせて頂きます) 無料 
（一社）真岡法人会 TEL.0285-83-3477 FAX.0285-83-3488 
 

フォーシーズン静風 （住所：真岡市台町11-8 TEL：0285-82-3388） 

【懇親会】講演会終了後、新春恒例の懇親会を開催しますので 
合せてご参加下さいますようご案内申し上げます。（会費７,000円） 

【参加申込】講演会並びに懇親会の参加申込につきましては、 
下表により法人会本部または所属支部まで FAXにてお申込み下さい。  

〇真岡支部 FAX82-7967 〇二宮支部 FAX74-2737 〇益子支部 FAX72-5881 
〇茂木支部 FAX63-4658 〇市貝支部 FAX68-0485 〇芳賀支部 FAX028-677-2909 

メジャーリーガーに学ぶ 
ＭＬＢジャーナリスト 
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宇都宮支社/
栃木県宇都宮市大通り4-1-18（宇都宮大同生命ビル4F）
TEL 028-622-2641

宇都宮支店/
栃木県宇都宮市松が峰1-3-15（富士火災宇都宮ビル2F）
TEL 028-346-4100


